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議
員

平
成
十
五
年
七
月
に

農
林
水
産
省
は
、
新
た
な
食

品
安
全
行
政
の
確
立
等
に
向

け
て
組
織
改
革
を
行
っ
た
。

市
内
の
農
家
で
も
減
農
薬
・

減
化
学
肥
料
栽
培
に
力
を
入

れ
、
栽
培
履
歴
の
開
示
な
ど

の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
市
は
食
の
安
全
対

策
と
し
て
農
産
物
の
残
留
農

薬
等
に
つ
い
て
生
産
農
家
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
指
導
・

啓
発
を
し
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長

農
薬
の
安
全
使

用
に
つ
い
て
は
、
県
の
病
害

虫
防
除
所
お
よ
び
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
、
市
等
の
行

政
機
関
と
Ｊ
Ａ
湘
南
が
連
携

し
て
農
薬
の
安
全
使
用
基
準

を
周
知
す
る
ほ
か
、
現
地
栽

培
指
導
、
研
修
、
講
演
会
等

を
開
催
し
て
い
る
。
農
薬
の

安
全
使
用
を
推
進
し
、
国
の

使
用
基
準
の
改
正
に
つ
い
て

新
し
い
情
報
を
周
知
す
る
こ

と
に
努
め
た
い
。

議
員

農
産
物
の
地
産
地
消

の
促
進
は
、
直
売
等
に
よ
り
、

流
通
コ
ス
ト
お
よ
び
環
境
負

荷
の
軽
減
、
ま
た
、
生
産
者

の
顔
が
見
え
て
、
農
産
物
に

対
す
る
安
心
感
や
信
頼
感
を

持
て
る
利
点
が
あ
る
と
思
う

が
、
市
の
地
産
地
消
へ
の
取

り
組
み
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

現
在
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
直

売
所
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し

て
お
り
、
朝
市
の
開
催
の
ほ

か
学
校
給
食
で
の
地
場
産
農

産
物
の
利
用
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
地
場
産
野
菜
の
地
元

市
場
へ
の
出
荷
促
進
の
た
め

の
補
助
金
制
度
や
平
塚
産
の

議
員

本
年
二
月
に
市
内
の

農
家
で
飼
育
さ
れ
た
乳
牛
が
、

国
内
一
〇
頭
目
の
牛
海
綿
状

脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
感
染
牛
と

し
て
確
認
さ
れ
た
。
本
市
の

Ｂ
Ｓ
Ｅ
関
連
の
今
後
の
対
応

を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

今
回
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ

感
染
牛
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
も
冷
静
に
受
け
止
め
て
お

り
、
特
に
大
き
な
問
題
に
は

な
ら
な
い
と
市
の
対
策
本
部

野
菜
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た

め
の
テ
ー
プ
の
製
作
費
に
対

し
一
部
助
成
す
る
制
度
を
設

け
て
い
る
。

会
議
の
中
で
説
明
が
あ
り
、

県
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
等

と
と
も
に
当
該
農
家
の
ケ
ア

に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
市

民
や
畜
産
農
家
へ
の
情
報
提

供
が
主
体
と
な
る
が
、
県
等

が
発
行
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
、
状
況

に
応
じ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

県
の
情
報
を
掲
載
し
て
い

く
。
ま
た
、
畜
産
農
家
を
対

象
と
し
た
説
明
会
を
三
月
八

日
に
開
催
す
る
予
定
で
あ

り
、
県
等
と
連
携
し
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
の
確
認
経
過
や
補
助
制
度

に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
農
家
の
意
見
を
聴
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

ス
タ
ー
モ
ー
ル
商
店

街
の
紅
谷
町
の
旧
銀
行
跡
地

は
、
市
街
地
の
真
ん
中
に
あ

り
、
商
店
街
の
オ
ア
シ
ス
的

な
役
割
も
あ
る
が
、
利
用
方

法
に
よ
っ
て
は
、
夜
間
の
違

法
駐
車
な
ど
管
理
面
に
お
い

て
、
危
険
な
要
素
も
含
む
場

所
で
あ
る
。
市
が
こ
の
土
地

を
購
入
し
て
広
場
と
し
て
整

備
す
る
紅
谷
町
ま
ち
か
ど
広

場
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
ま

ず
、
事
業
の
目
的
を
聞
き
た

い
。

都
市
整
備
部
長

こ
の
土
地

は
、
平
塚
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
に
お
け
る
中

心
市
街
地
の
中
央
部
分
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ま
ち
の
賑
わ

い
に
貢
献
で
き
る
貴
重
な
都

市
空
間
と
位
置
づ
け
て
、
イ

ベ
ン
ト
広
場
な
ど
幅
広
い
活

用
を
目
指
し
た
整
備
を
考
え

て
い
る
。

議
員

広
場
の
形
態
、
管

理
・
運
営
方
法
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
・
み
ど
り
公

園
課
長

利
用
方
法
に
つ
い

て
は
現
在
、
地
元
商
店
会
、

Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
、
商
工

会
議
所
、
市
で
構
成
さ
れ
た

検
討
会
の
中
で
検
討
し
て
い

る
。
地
下
空
間
に
つ
い
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
用
資
機
材
の
保
管

場
所
と
す
る
こ
と
で
地
元
の

方
々
と
合
意
で
き
て
い
る

が
、
地
上
部
分
を
ど
の
よ
う

な
形
態
に
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
検
討
会
に
お
い
て
、
今

年
の
七
夕
ま
つ
り
の
終
了
時

期
を
目
安
に
方
向
性
を
見
出

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
維

持
管
理
体
制
も
含
め
た
管

理
・
運
営
の
方
法
に
つ
い
て

も
検
討
会
の
中
で
模
索
し
て

い
き
た
い
。

議
員

行
政
運
営
に
お
け
る

協
働
と
い
う
点
で
は
地
元
の

大
学
、
企
業
と
の
共
同
も
重

要
で
あ
る
と
思
う
。
地
元
企

業
・
大
学
の
活
性
化
は
市
政

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
が
、

本
市
の
産
学
公
共
同
研
究
へ

の
取
り
組
み
状
況
と
成
果
を

聞
き
た
い
。

経
済
部
長

十
五
年
度
は
製

造
業
を
中
心
に
市
内
の
中
小

企
業
か
ら
、
新
製
品
や
技
術

開
発
な
ど
経
営
革
新
の
希
望

の
あ
る
企
業
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
商
工
会
議
所
と
連
携

し
て
二
六
社
に
対
し
て
訪
問

を
行
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

派
遣
制
度
の
周
知
と
制
度
利

用
の
促
進
を
図
っ
た
ほ
か
、

一
〇
三
社
の
企
業
訪
問
を
行

っ
た
。
ま
た
、
東
海
大
学
、

神
奈
川
大
学
の
研
究
情
報
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
例
の
紹

介
、
個
別
相
談
な
ど
大
学
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
接
す

る
場
と
し
て
交
流
会
を
二
回

開
催
し
た
。
な
お
、
成
果
と

し
て
は
、
本
年
一
月
に
二
件

の
製
品
化
を
見
て
い
る
。

議
員

十
六
年
度
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

経
済
部
長

産
学
公
共
同
研

究
の
事
業
化
支
援
の
助
成
お

よ
び
県
の
補
助
金
に
上
乗
せ

す
る
補
助
金
制
度
の
創
設
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
厳
し
い
が
、
企
業

の
就
労
支
援
策
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

経
済
部
長

本
年
の
三
月
一

日
に
自
治
体
に
よ
る
職
業
紹

介
が
解
禁
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
雇
用
対
策
に
お
い
て
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
対
応
に
よ
り
、
い
わ
ゆ

る
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解

消
す
る
方
策
で
あ
り
、
早
期

に
無
料
職
業
紹
介
が
で
き
る

体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
て

い
る
。

減
、
諸
経
費
の
削
減
な
ど
、

ま
ず
、
本
場
で
経
営
改
善
で

き
る
こ
と
は
限
界
ま
で
努
力

し
て
い
く
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

現
在
も
行
っ
て
い
る
上
部
団

体
へ
の
交
付
金
に
つ
い
て
軽

減
の
要
請
を
さ
ら
に
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
競
技
を
運
営

し
て
い
る
南
関
東
自
転
車
競

技
会
に
も
、
委
託
料
お
よ
び

選
手
の
賞
金
の
引
き
下
げ
を

要
請
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
、

少
し
は
改
善
が
見
え
て
く
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

普
通
競
輪
開
催
経
費

の
広
告
料
が
前
年
度
に
比
べ

て
減
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う

時
だ
か
ら
こ
そ
、
十
分
か
つ

効
果
的
に
広
告
料
を
使
う
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

事
業
課
長

確
か
に
広
告
宣

伝
費
を
過
度
に
減
ら
す
と
悪

循
環
を
も
た
ら
す
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
。
本
場
と
し
て

は
な
る
べ
く
上
部
団
体
等
か

ら
支
援
が
得
ら
れ
る
広
告
宣

伝
費
を
中
心
に
事
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

十
五
年
度
も
助
成
さ
れ
て
お

り
、
十
六
年
度
も
見
込
ん
で

い
る
。
企
画
や
プ
ラ
ン
に
説

得
力
が
あ
れ
ば
、
他
の
場
よ

り
も
優
先
的
に
助
成
さ
れ
る

と
い
う
方
針
も
あ
る
の
で
、

努
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員

車
券
販
売
業
務
の
民

間
委
託
に
つ
い
て
法
整
備
等

が
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

公
営
事
業
所
長

自
転
車
競

走
法
の
改
正
に
よ
り
、
車
券

販
売
業
務
の
民
間
委
託
が
可

能
と
な
っ
た
の
で
、
本
市
も

条
例
を
改
正
し
て
こ
れ
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
本
場
の
臨
時

従
事
員
は
同
規
模
の
競
輪
場

と
比
較
し
て
約
一
〇
〇
人
多

い
状
況
に
あ
り
、
当
面
、
民

間
委
託
の
実
施
は
考
え
て
い

な
い
。
臨
時
従
事
員
が
不
足

す
る
状
況
に
な
っ
た
ら
、
経

費
の
比
較
を
し
な
が
ら
、
委

託
も
視
野
に
検
討
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ
へ
の
対
応

議
員

競
輪
事
業
で
は
、
十

二
年
度
に
は
全
国
的
に
も
約

四
割
が
赤
字
で
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
本
市
の
十
六
年

度
の
当
初
予
算
で
も
、
普
通

競
輪
に
つ
い
て
単
純
に
事
業

収
入
か
ら
事
業
経
費
を
差
し

引
く
と
約
六
億
円
の
赤
字
と

な
る
。
諸
収
入
な
ど
を
含
め

て
何
と
か
赤
字
に
は
な
っ
て

い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
状

態
が
続
い
て
い
け
ば
赤
字
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。
見
解
を
聞
き
た
い
。

事
業
課
長

全
国
的
に
入
場

者
数
も
売
り
上
げ
も
減
少
し

て
い
る
。
本
場
と
し
て
は
臨

時
従
事
員
の
関
係
経
費
の
削

車
券
の
販
売
業
務

民
間
委
託
の
導
入
は

経
営
厳
し
い
競
輪
事
業

改
善
へ
の
方
策
問
う

土屋地区での農作業風景

我
が
国
農
業
の
将
来
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
Ｗ

Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
お
い
て

は
、
九
月
に
メ
キ
シ
コ
で

開
催
さ
れ
た
第
五
回
閣
僚

会
議
が
最
大
の
山
場
と
さ

れ
て
い
た
が
、
先
進
国
と

途
上
国
と
の
対
立
等
か
ら
、

閣
僚
宣
言
の
採
択
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
場
で
提
示

さ
れ
た
閣
僚
宣
言
案
で
は
、

我
が
国
が
強
く
要
望
し
た

「
非
貿
易
的
関
心
事
項
に

基
づ
く
品
目
の
例
外
措
置
」

は
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
の
、

関
税
の
上
限
設
定
等
の
記

述
は
残
さ
れ
て
お
り
、
到

底
容
認
で
き
る
内
容
で
は

な
い
。

さ
ら
に
、
二
国
間
で
の

関
税
撤
廃
を
基
本
と
し
た

自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

の
交
渉
に
お
い
て
は
、
米

や
食
肉
等
の
重
要
品
目
に

つ
い
て
例
外
措
置
と
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。よ

っ
て
、
政
府
に
お
か

れ
て
は
、
農
家
の
努
力
が

報
わ
れ
、
農
業
の
持
続
的

発
展
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
配
慮

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

一
　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に

つ
い
て
は
、
世
界
の
多

様
な
農
家
の
共
存
を
図

る
た
め
、
農
業
生
産
が

も
つ
多
面
的
機
能
な
ど

「
非
貿
易
的
関
心
事
項
」

へ
の
配
慮
を
農
産
物
貿

易
の
ル
ー
ル
と
し
て
、

農
業
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー

（
交
渉
の
枠
組
み
づ
く

り
）
を
実
現
す
る
こ

と
。

二
　
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
に
つ
い
て
は
、

国
内
の
農
業
生
産
の
維

持
に
と
ど
ま
ら
ず
、
我

が
国
の
食
と
農
の
安

全
・
安
心
確
保
の
観
点

か
ら
、
必
要
な
例
外
措

置
を
実
現
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第

九
九
条
の
規
定
に
よ
り
意

見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

平
　
塚
　
市
　
議
　
会
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農産物への安心・信頼�農産物への安心・信頼�農産物への安心・信頼�

農薬の安全使用の推進に努力�農薬の安全使用の推進に努力�
県等と連携し栽培指導　実施�な

ど�

地
域
産
業
の
活
性
化
に

産
学
公
共
同
研
究
の
取
り
組
み
尋
ね
る

紅谷町旧銀行跡地を取得�紅谷町旧銀行跡地を取得�
幅広い活用で�
まちの賑わいを創出�


